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(57)【要約】
　クロマトグラフィを実行するように構成されている２
つのクロマトグラフィカラムを含んでいるクロマトグラ
フィ装置。この装置はさらに、第１のクロマトグラフィ
カラムと第２のクロマトグラフィカラムの上流に配置さ
れているプライマリーバルブを含んでいる。プライマリ
ーバルブは、第１のクロマトグラフィカラムを含んでい
る第１の経路とポンプとが流体接続される第１の位置と
、第２のクロマトグラフィカラムを含んでいる第２の経
路とポンプとが流体接続される第２の位置とを選択的に
切り換える。この装置は、上記の第１のカラムに割り当
てられている第１の試料注入と上記の第２のカラムに割
り当てられている第２の試料注入ポートおよび少なくと
も１つの検出器も含んでいる。この装置は、カラムから
の流れが、選択された経路において、他方のカラムを通
過せずに、上記の少なくとも１つの検出器へと向かうよ
うに構成されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　クロマトグラフィ装置であって、前記クロマトグラフィ装置は、
　第１のタイプのクロマトグラフィを実行するように構成されている第１のクロマトグラ
フィカラムと、
　第２のタイプのクロマトグラフィを実行するように構成されている第２のクロマトグラ
フィカラムと、
　前記複数のカラムの上流に位置する、前記第１のクロマトグラフィカラムまたは前記第
２のクロマトグラフィカラムと選択的に流体接続されるように構成されているポンプと、
　前記第１のクロマトグラフィカラムおよび前記第２のクロマトグラフィカラムの上流、
かつ、前記ポンプの下流に配置されているプライマリーバルブと、
を含んでおり、
　前記プライマリーバルブは、
　前記第１のクロマトグラフィカラムを含んでいる第１の経路と前記ポンプとが流体接続
される第１の位置と、前記第２のクロマトグラフィカラムを含んでいる第２の経路と前記
ポンプとが流体接続される第２の位置と、を選択的に切り換えるように構成されており、
　前記クロマトグラフィ装置は、さらに、
　前記第１のカラムに割り当てられている第１の試料注入ポートと、
　前記第２のカラムに割り当てられている第２の試料注入ポートと、
　前記カラムの下流に位置する少なくとも１つの検出器と、
を含んでおり、
　前記装置は、前記カラムからの流れが、前記選択された経路において、他方のカラムを
通過することなく、前記少なくとも１つの検出器に向かうように構成されている、
ことを特徴とするクロマトグラフィ装置。
【請求項２】
　前記第１のクロマトグラフィカラムは、フラッシュクロマトグラフィを実行するように
構成されており、前記第２のクロマトグラフィカラムは、分取クロマトグラフィを実行す
るように構成されている、
請求項１記載のクロマトグラフィ装置。
【請求項３】
　前記第１の経路または前記第２の経路から、少なくとも１つのフラクションを収集する
ように構成されているフラクションコレクターを、さらに含んでいる、
請求項１記載のクロマトグラフィ装置。
【請求項４】
　前記第１の試料注入ポートは、前記第１のクロマトグラフィカラムへの試料の直接注入
用に、または、固体負荷用に、または、直接注入と固体負荷の両方用に構成されている、
請求項１記載のクロマトグラフィ装置。
【請求項５】
　前記第１の経路は、さらにセカンダリーバルブを含んでおり、前記セカンダリーバルブ
は、前記第１のクロマトグラフィカラムへの試料の直接注入、または、固体負荷、または
、直接注入と固体負荷の両方を提供するように構成されている、
請求項４記載のクロマトグラフィ装置。
【請求項６】
　前記第２の試料注入ポートは、試料が前記第２のクロマトグラフィカラムに流れるとき
に、溶媒が継続的に前記ポンプから流れるように構成されている、
請求項１記載のクロマトグラフィ装置。
【請求項７】
　前記第２の経路は、さらにセカンダリーバルブを含んでおり、前記セカンダリーバルブ
は、試料が前記第２のクロマトグラフィカラムに流れるときに、溶媒が継続的に前記ポン
プから流れるように構成されている、
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請求項６記載のクロマトグラフィ装置。
【請求項８】
　前記プライマリーバルブは、６ポートバルブである、
請求項１記載のクロマトグラフィ装置。
【請求項９】
　前記カラムは、識別情報を含んでおり、前記装置はさらに、前記カラム上の識別情報に
基づいて、採用されているカラムを識別する手段を含んでいる、
請求項１記載のクロマトグラフィ装置。
【請求項１０】
　前記識別情報は、ＲＦＩＤタグを含んでいる、
請求項９記載のクロマトグラフィ装置。
【請求項１１】
　前記識別情報は、バーコードを含んでいる、
請求項９記載のクロマトグラフィ装置。
【請求項１２】
　前記採用されているカラムの識別に基づいて、前記第１の位置と前記第２の位置とのど
ちらかに、前記プライマリーバルブが自動的に動かされる、
請求項９記載のクロマトグラフィ装置。
【請求項１３】
　前記プライマリーバルブは、前記第１の位置と前記第２の位置とのどちらかに、手動で
動かされるように構成されている、
請求項１記載のクロマトグラフィ装置。
【請求項１４】
　非破壊検出器および破壊検出器のうちの少なくとも１つをさらに含んでいる、
請求項１記載のクロマトグラフィ装置。
【請求項１５】
　紫外線検出器である非破壊検出器を含んでいる、
請求項１４記載のクロマトグラフィ装置。
【請求項１６】
　光学吸光度検出器、屈折率検出器（ＲＩＤ）、蛍光検出器（ＦＤ）、キラル検出器（Ｃ
Ｄ）および導電率検出器から成るグループから選択された非破壊検出器を含んでいる、
請求項１４記載のクロマトグラフィ装置。
【請求項１７】
　蒸発光散乱検出器である破壊検出器を含んでいる、
請求項１４記載のクロマトグラフィ装置。
【請求項１８】
　蒸発光散乱検出器（ＥＬＳＤ）、質量分析器（ＭＳ）、濃縮核生成光散乱検出器（ＣＮ
ＬＳＤ）およびコロナ放電検出器から成るグループから選択された破壊検出器を含んでい
る、
請求項１４記載のクロマトグラフィ装置。
【請求項１９】
　クロマトグラフィ装置であって、前記クロマトグラフィ装置は、
　フラッシュクロマトグラフィを実行するように構成されている第１のクロマトグラフィ
カラムと、
　分取クロマトグラフィを実行するように構成されている第２のクロマトグラフィカラム
と、
　前記複数のカラムの上流に位置する、前記第１のクロマトグラフィカラムまたは前記第
２のクロマトグラフィカラムと選択的に流体接続されるように構成されているポンプと、
　前記第１のクロマトグラフィカラムおよび前記第２のクロマトグラフィカラムの上流、
かつ、前記ポンプの下流に配置されているプライマリーバルブと、
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を含んでおり、
　前記プライマリーバルブは、
　前記第１のクロマトグラフィカラムを含んでいる第１の経路と前記ポンプとが流体接続
される第１の位置と、前記第２のクロマトグラフィカラムを含んでいる第２の経路と前記
ポンプとが流体接続される第２の位置と、を選択的に切り換えるように構成されており、
　前記第１のクロマトグラフィカラムは、それに関連して、前記第１のクロマトグラフィ
カラムへの試料の直接注入用に、または、固体負荷用に、または、直接注入と固体負荷の
両方用に構成されている第１の試料注入ポートを有しており、
　前記第２のクロマトグラフィカラムは、それに関連して、セカンダリーバルブを有して
おり、前記セカンダリーバルブは、試料が前記第２のクロマトグラフィカラムに流れると
きに、溶媒が継続的に前記ポンプから流れることを可能にするように構成されている第２
の試料注入ポートを有しており、
　前記クロマトグラフィ装置はさらに、
　前記複数のカラムの下流に位置する、少なくとも１つの非破壊検出器と少なくとも１つ
の破壊検出器と、
　前記第１の経路または前記第２の経路から少なくとも１つのフラクションを収集するよ
うに構成されているフラクションコレクターと、
を有しており、
　前記装置は、前記カラムからの流れが、前記選択された経路において、他方のカラムを
通って流れないように構成されており、
　前記複数のカラムは、識別情報を含んでおり、前記装置は、さらに、前記カラム上の前
記識別情報に基づいて、採用されているカラムを識別する手段を含んでいる、
ことを特徴とするクロマトグラフィ装置。
【請求項２０】
　クロマトグラフィシステムを用いてクロマトグラフィを実行する方法であって、前記ク
ロマトグラフィシステムは、
　第１のタイプのクロマトグラフィを実行するように構成されている第１のクロマトグラ
フィカラムと、
　第２のタイプのクロマトグラフィを実行するように構成されている第２のクロマトグラ
フィカラムと、
　前記複数のカラムの上流に位置する、前記第１のクロマトグラフィカラムまたは前記第
２のクロマトグラフィカラムと選択的に流体接続されるように構成されているポンプと、
　前記第１のクロマトグラフィカラムおよび前記第２のクロマトグラフィカラムの上流、
かつ、前記ポンプの下流に配置されているプライマリーバルブと、
を含んでおり、
　前記プライマリーバルブは、
　前記第１のクロマトグラフィカラムを含んでいる第１の経路と前記ポンプとが流体接続
される第１の位置と、前記第２のクロマトグラフィカラムを含んでいる第２の経路と前記
ポンプとが流体接続される第２の位置、とを選択的に切り換えるように構成されており、
　前記クロマトグラフィ装置は、さらに、
　前記第１のカラムに割り当てられている第１の試料注入ポートと、
　前記第２のカラムに割り当てられている第２の試料注入ポートと、
　前記複数のカラムの下流に位置する少なくとも１つの検出器と、
を有しており、
　前記方法は、
　試料流を処理するために前記第１の流路か前記第２の流路を選択するステップと、
　前記選択された試料注入ポートを通るように、前記試料流を方向付けするステップと、
　前記試料流が前記選択されたクロマトグラフィカラムを通過するように前記ポンプを動
かすステップと、
　他方のクロマトグラフィカラムを通さずに、前記試料流を前記少なくとも１つの検出器
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へと流すステップと、
を含んでいる、
ことを特徴とする方法。
【請求項２１】
　前記第１のクロマトグラフィカラムは、フラッシュクロマトグラフィを実行するように
構成されており、前記第２のクロマトグラフィカラムは、分取クロマトグラフィを実行す
るように構成されている、請求項２０記載の方法。
【請求項２２】
　前記クロマトグラフィシステムはさらに、前記第１の経路または前記第２の経路から少
なくとも１つのフラクションを収集するように構成されているフラクションコレクターを
含んでいる、
請求項２０記載の方法。
【請求項２３】
　前記流すステップは、前記試料流が前記選択されていないクロマトグラフィカラムを通
って流れることなく、前記試料流を前記少なくとも１つの検出器に流すことを含んでいる
、
請求項２０記載の方法。
【請求項２４】
　前記方向付けするステップは、前記第１のクロマトグラフィカラムへの前記試料流の直
接注入または固体負荷を含んでいる、
請求項２０記載の方法。
【請求項２５】
　前記方向付けするステップは、前記試料流が前記第２のクロマトグラフィカラムへと流
れるときに、溶媒を前記ポンプから継続的に流すことを含んでいる、
請求項２０記載の方法。
【請求項２６】
　前記プライマリーバルブは、６ポートバルブである、
請求項２０記載の方法。
【請求項２７】
　前記選択するステップは、前記カラム上の識別情報に基づいて、採用されているカラム
を識別する、前記システム内の手段によって行われる、
請求項２０記載の方法。
【請求項２８】
　前記手段は、ＲＦＩＤタグを含んでいる、
請求項２７記載の方法。
【請求項２９】
　前記手段は、バーコードを含んでいる、
請求項２７記載の方法。
【請求項３０】
　前記選択するステップは、前記採用されているカラムの識別に基づいて、前記第１の位
置と前記第２の位置とのどちらかに自動的に動かすことを含んでいる、
請求項２７記載の方法。
【請求項３１】
　前記選択するステップは、前記プライマリーバルブを前記第１の位置および前記第２の
位置から手動で動かすことを含んでいる、
請求項２０記載の方法。
【請求項３２】
　非破壊検出器および破壊検出器のうちの少なくとも１つをさらに含んでいる、
請求項２０記載の方法。
【請求項３３】
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　紫外線検出器である非破壊検出器を含んでいる、
請求項３２記載の方法。
【請求項３４】
　光学吸光度検出器、屈折率検出器（ＲＩＤ）、蛍光検出器（ＦＤ）、キラル検出器（Ｃ
Ｄ）および導電率検出器から成るグループから選択された非破壊検出器を含んでいる、
請求項３２記載の方法。
【請求項３５】
　蒸発光散乱検出器である破壊検出器を含んでいる、
請求項３２記載の方法。
【請求項３６】
　蒸発光散乱検出器（ＥＬＳＤ）、質量分析器（ＭＳ）、濃縮核生成光散乱検出器（ＣＮ
ＬＳＤ）およびコロナ放電検出器から成るグループから選択された破壊検出器を含んでい
る、
請求項３２記載の方法。
【請求項３７】
　クロマトグラフィシステムを用いてクロマトグラフィを実行する方法であって、前記ク
ロマトグラフィシステムは、
　フラッシュクロマトグラフィを実行するように構成されている第１のクロマトグラフィ
カラムと、
　分取クロマトグラフィを実行するように構成されている第２のクロマトグラフィカラム
と、
　前記複数のカラムの上流に位置する、前記第１のクロマトグラフィカラムまたは前記第
２のクロマトグラフィカラムと選択的に流体接続されるように構成されているポンプと、
　前記第１のクロマトグラフィカラムおよび前記第２のクロマトグラフィカラムの上流、
かつ、前記ポンプの下流に配置されているプライマリーバルブと、
を含んでおり、
　前記プライマリーバルブは、
　前記第１のクロマトグラフィカラムを含んでいる第１の経路と前記ポンプとが流体接続
される第１の位置と、第２の経路と前記ポンプとが流体接続される第２の位置と、を選択
的に切り換えるように構成されており、
　前記第１のクロマトグラフィカラムは、それに関連して、前記第１のクロマトグラフィ
カラムへの試料の直接注入用に、または、固体負荷用に、または、直接注入と固体負荷の
両方用に構成されている第１の試料注入ポートを有しており、
　前記第２の経路は、それに関連して、セカンダリーバルブを有しており、前記セカンダ
リーバルブは、試料が前記第２のクロマトグラフィカラムに流れるときに、溶媒が継続的
に前記ポンプから流れることを可能にするように構成されている第２の試料注入ポートを
有しており、
　前記クロマトグラフィ装置はさらに、
　前記複数のカラムの下流に位置する、少なくとも１つの非破壊検出器と少なくとも１つ
の破壊検出器と、
　前記第１の経路または前記第２の経路から少なくとも１つのフラクションを収集するよ
うに構成されているフラクションコレクターと、
を有しており、
　前記方法は、
　試料流を処理するために前記第１の流路か前記第２の流路を選択するステップを含んで
おり、前記選択するステップは、前記カラム上の識別情報に基づいて、採用されているカ
ラムを識別する、前記システム内の手段によって実行され、
　前記選択された試料注入ポートを通るように、前記試料流を方向付けするステップと、
　前記試料流が前記選択されたクロマトグラフィカラムを通過するように前記ポンプを動
かすステップと、
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　他方のクロマトグラフィカラムを通さずに、前記試料流を非破壊検出器と破壊検出器の
前記少なくとも１つへと流すステップと、
を含んでいる、
ことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　試料混合物の成分の分離および分析のために、幾つかの液体クロマトグラフィシステム
が使用される。これらのシステムは、圧力がかけられた溶媒と試料とを、吸着剤によって
満たされたカラムを通過させるためにポンプを用いる。ここでこの吸着剤は、試料の成分
を分離するために用いられる。典型的に液体試料は、液体ソルベントと共に、カラム内に
封入されている固定相吸着性材料を通過する。試料の種々の成分は、この吸着性材料と様
々に相互作用する。吸着性材料との相互作用が弱い成分は比較的迅速にカラムを貫流する
。吸着性材料との相互作用が強い成分は、比較的緩慢にカラムを貫流する。従って、種々
異なる成分が、カラムを種々異なる速度で貫流し、相互に分離し、これによって分析およ
び収集される。
【０００２】
　異なるタイプの液体クロマトグラフィシステムは、異なる注入ポートを用いる異なるタ
イプのカラムを用いる。例えば、フラッシュクロマトグラフィシステムは典型的に、比較
的低い圧力（０～２００ｐｓｉ）下での動作に適するように構成されているタイプのカラ
ムと、相応する注入ポートとを有している。これとは対照的に、分取クロマトグラフィシ
ステムは、比較的高い圧力（０～５，０００ｐｓｉ）下での動作に適するように構成され
ているタイプのカラムと、相応する注入ポートとを用いる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本願に記載されている装置および方法は、マルチプルカラムクロマトグラフィシステム
において、カラムの選択を可能にする。ある実施形態では、本願に記載されている装置お
よび方法は、マルチプルカラムクロマトグラフィシステム内でのカラム間の選択的な切換
を可能にする。マルチプルカラムクロマトグラフィシステム内での、これら複数のタイプ
のカラムは、同じクロマトグラフィ条件下での動作に適するように構成されていても、ま
たは、異なるクロマトグラフィ条件下での動作に適するように構成されていてもよい。
【０００４】
　以降では、特許請求の範囲に記載された構成要件の幾つかの態様を基本的に理解するた
めに、簡易化された要約が提示される。この要約は、広範囲にわたる概要ではない。これ
は、特許請求の範囲に記載された範囲の重要な／クリチカルな要素を明らかにする、また
は、詳細に表すためのものではなく、単に、幾つかのコンセプトを簡易化された形態で、
以降に記載されるより詳細な説明に対する序文として提供することを目的としている。
【０００５】
　クロマトグラフィ装置および関連する方法は、第１のタイプのクロマトグラフィを実行
するように構成された第１のクロマトグラフィカラムと、第２のタイプのクロマトグラフ
ィを実行するように構成された第２のクロマトグラフィカラムとを含んでいる。第１のタ
イプのクロマトグラフィと第２のタイプのクロマトグラフィとが同じであっても、または
、異なっていてもよい。１つの実施形態では、第１のクロマトグラフィカラム内で実行さ
れる第１のタイプのクロマトグラフィはフラッシュクロマトグラフィであって、第２のク
ロマトグラフィカラム内で実行される第２のタイプのクロマトグラフィは分取クロマトグ
ラフィ（preparatory chromatography）である。マルチプルカラムクロマトグラフィシス
テムの第１のクロマトグラフィカラムおよび第２のクロマトグラフィカラムのうちの少な
くとも１つで実行され得る他のタイプのクロマトグラフィは、分析用クロマトグラフィ、
フラッシュクロマトグラフィ、分取クロマトグラフィ、超臨界流体クロマトグラフィおよ
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び液体クロマトグラフィを含んでいるが、これに制限されない。
【０００６】
　この装置はさらに、これら複数のカラムの上流にあるポンプを含んでいる。このポンプ
は、第１のクロマトグラフィカラムまたは第２のクロマトグラフィカラムと選択的に流体
接続されるように構成されている。第１のクロマトグラフィカラムと第２のクロマトグラ
フィカラムとを切り換える手段が、第１のクロマトグラフィカラムおよび第２のクロマト
グラフィカラムの上流、かつ、ポンプの下流に配置されている。ある実施形態では、１つ
のマルチポートプライマリーバルブが、第１のクロマトグラフィカラムおよび第２のクロ
マトグラフィカラムの上流、かつ、ポンプの下流に配置されている。このプライマリーバ
ルブは、少なくとも３つのポートを有している。１つの実施形態では、プライマリーバル
ブは、少なくとも４つのポートを有している。有利な実施形態では、プライマリーバルブ
は４～１６個のポートを有している。プライマリーバルブは、選択的に、第１の位置と第
２の位置とを切り換える。この第１の位置では、ポンプは、第１のクロマトグラフィカラ
ムを含んでいる第１の経路と流体接続され、この第２の位置では、ポンプは、第２のクロ
マトグラフィカラムを含んでいる第２の経路と流体接続される。有利には、この１つのバ
ルブスイッチシステムが、カラム間および／またはクロマトグラフィモード間の切り換え
のための、従来のシステムに比べてよりシンプル、かつ、より迅速な方法を提供する。従
来のシステムは、同じ結果を得るために、複雑かつ間違いを起こしやすいマルチプル構造
変化を要する。
【０００７】
　本発明の範囲において、ポンプが第１のクロマトグラフィカラムを含んでいる第１の経
路と流体接続される第１の位置と、ポンプが第２のクロマトグラフィカラムを含んでいる
第２の経路と流体接続される第２の位置とを切り換える手段が、同時に動かされる２つ以
上のバルブを用いて実現されることもある。
【０００８】
　この装置は、第１の試料注入ポートと第２の試料注入ポートも含んでいる。これらは、
上述した第１のカラムと第２のカラムとにそれぞれ割り当てられている。さらに、この装
置は、上述したカラムの下流にある、少なくとも１つの検出器を含んでいる。この装置は
、カラムからの流れが、選択された経路において、他方のカラムを通過することなく、上
述した少なくとも１つの検出器へと向かうように構成されている。
【０００９】
　以下の説明は、添付図面を参照して読むことで理解されるであろう。マルチプルカラム
クロマトグラフィシステムおよび使用方法を図示する目的で、図面には、このシステムお
よび方法の構造例が示されている。しかし、このシステムおよび方法は、開示された、こ
の特定の方法および手段に制限されない。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】フラッシュモードクロマトグラフィを実行するように構成された液体クロマトグ
ラフィシステムの実施例の概略図
【図２】分取モードクロマトグラフィを実行するように構成された、図１に示された液体
クロマトグラフィシステムの実施例の概略図
【図３】フラッシュモードクロマトグラフィを実行するように構成された、図１および図
２に示された液体クロマトグラフィシステムの実施例の一部の概略図
【図４】分取モードクロマトグラフィを実行するように構成された、図１～図３に示され
た液体クロマトグラフィシステムの実施例の一部の概略図
【図５】フラッシュモードクロマトグラフィを実行するように構成された、図１～図４に
示された液体クロマトグラフィシステムの実施例の一部の概略図
【図６】分取モードクロマトグラフィを実行するように構成された、図１～図５に示され
た液体クロマトグラフィシステムの実施例の一部の概略図
【図７】試料負荷の間の、分取モードクロマトグラフィの前の、図１～図６に示された液
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体クロマトグラフィシステムの実施例の一部の概略図
【図８】分取モードクロマトグラフィを実行するように構成された、図１～図７に示され
た液体クロマトグラフィシステムの実施例の一部の概略図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　次に、本願に記載された構成要件の種々の態様を、図面を参照して説明する。しかし、
これらの図面および図面に関する詳細な説明は、特許請求の範囲に記載された構成要件を
、開示された特定の形態に制限するためのものではない、ということを理解されたい。む
しろ、本発明は、特許請求の範囲に記載された構成要件の精神と範囲内にある全ての変更
、同等なもの、および、選択肢をカバーする。
【００１２】
　以下の説明は、図１に示されているような液体クロマトグラフィ装置１０に関する。こ
のクロマトグラフィ装置１０は、フラッシュクロマトグラフィを実行するように構成され
ている第１のクロマトグラフィカラム１２と、分取クロマトグラフィを実行するように構
成されている第２のクロマトグラフィカラム１４と、を含んでいる。この装置はさらに、
少なくとも１つのポンプ１６を含んでいる。このポンプ１６は、溶媒を、少なくとも１つ
の貯蔵タンク１５から引き出し、カラム１２，１４に供給する。図１に示されているよう
に、ポンプ１６は、貯蔵タンク１５の下流、かつ、カラム１２，１４の上流に配置されて
いる。装置１０の作動中、ポンプ１６は、第１のクロマトグラフィカラム１２または第２
のクロマトグラフィカラム１４のどちらかと、選択的に流体接続される。
【００１３】
　プライマリーバルブ１８が、第１のクロマトグラフィカラム１２と第２のクロマトグラ
フィカラム１４の上流、かつ、ポンプ１６の下流に配置されている。プライマリーバルブ
１８は６ポートバルブであってよい。図３～図６では、プライマリーバルブ１８は、選択
的に、第１の位置と第２の位置とを切り換える。図３および図５に示されている位置のよ
うに、バルブが第１の位置２０にある場合には、ポンプ１６は、第１のクロマトグラフィ
カラム１２を含んでいる第１の経路２２と流体接続状態にある。バルブが第２の位置３０
にある場合には（図４および図６参照）、ポンプ１６は、第２のクロマトグラフィカラム
１４を含んでいる第２の経路３２と流体接続状態にある。
【００１４】
　この装置は、第１のクロマトグラフィカラム１２に割り当てられている第１の試料注入
ポート２４と、第２のクロマトグラフィカラム１４に割り当てられている第２の試料注入
ポート３４も含んでいる。異なるタイプの注入ポートは、カラムへの異なるタイプの試料
負荷を提供する。例えば、第１のクロマトグラフィカラム１２および第２のクロマトグラ
フィカラム１４の両方に対して、セカンダリーバルブが、カラム内への直接注入のために
、または、固体負荷（solid loading）のために、または、直接注入と固体負荷両方のた
めに使用されてよい。この種のバルブは、Ｒｏｈｎｅｒｔ　Ｐａｒｋ，ＣＡにあるＲｈｅ
ｏｄｙｎｅ（Ｉｄｅｘ）社またはＨｏｕｓｔｏｎ，ＴＸにあるＶａｌｃｏ社によって供給
されている。
【００１５】
　各カラム１２，１４は検出器４０と、および、オプショナルで、フラクションコレクタ
ー４２と、選択的に流体接続される。装置１０が分析のためだけに用いられ、収集のため
に用いられない場合には、コレクター４２は省かれてよい。検出器４０もフラクションコ
レクター４２も、第１のクロマトグラフィカラム１２および第２のクロマトグラフィカラ
ム１４の下流に配置されている。これに加えて、検出器４０とフラクションコレクター４
２とは、試料Ｓ１，Ｓ２の少なくとも１つのフラクションを分析および収集するように構
成されている。これらの試料は、第１の経路または第２の経路のどちらかを通過する。特
に、この装置は、カラム１２または１４からの流れが、選択された経路２２または３２に
おいて、他方のカラム１２または１４を通過することなく、上述した少なくとも１つの検
出器４０にそれぞれ向かうように構成されている。
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【００１６】
　例１　フラッシュモード
　装置１０がフラッシュモードにある場合、プライマリーバルブ１８は、その第１の位置
２０に位置する（図１，図３および図５に示されている）。溶媒が、少なくとも１つの貯
蔵タンク１５から、少なくとも１つのポンプ１６によって引き出される。ポンプ１６は、
この溶媒をプライマリーバルブ１８に圧送する。プライマリーバルブ１８の第１の位置２
０では、溶媒はポンプ１６から第１の経路２２を通って、セカンダリーバルブ２６へと流
れる。
【００１７】
　図１および図３に示されているように、セカンダリーバルブ２６は、６ポートバルブで
あって、これは、第１の経路２２を第１のカラム１２および試料Ｓ１と接続する。セカン
ダリーバルブ２６は、注入ポート２４を含む。これは、第１のカラム１２内へ試料Ｓ１を
注入するために使用される。バルブ２６の位置に応じて、試料Ｓ１は、シリンジを介して
、または、固体負荷器を用いて注入される。セカンダリーバルブ２６が、シリンジによる
負荷のための位置にある場合、試料は直接的にシリンジから、セカンダリーバルブ２６を
通じて、第１のカラムに注入される。セカンダリーバルブ２６が固体負荷のための位置に
ある場合、セカンダリーバルブ２６に、最初に、ポンプ１６によって溶媒が充填され、試
料Ｓ１の一部もセカンダリーバルブ２６の注入ポート２４に供給される。その後、セカン
ダリーバルブ２６が回転し、試料Ｓ１の一部が第１のカラム１２へ供給され、これに続い
て、ポンプ１６から複数の溶媒が供給される。図１と図３は、試料Ｓ１を第１のカラム１
２内に投入する２つの方法を示している。この試料は乾燥試料である。他のタイプのポー
ト２４および／またはバルブ２６を使用してもよい。
【００１８】
　試料Ｓ１が第１のカラム１２を通って流れると、この試料の種々のフラクションＦ１Ａ

，Ｆ１Ｂは吸着性材料と種々に相互作用する。吸着性材料との相互作用が弱いフラクショ
ンＦ１Ａは第１のカラム１２を比較的迅速に通過し、相互作用が強いフラクションＦ１Ｂ

はこのカラムを比較的緩慢に通過する。従って、溶媒内のフラクションＦ１Ａ，Ｆ１Ｂは
、異なる時点で第１のカラム１２から流れ出る。第１のカラム１２から、これらのフラク
ションＦ１Ａ，Ｆ１Ｂは、溶媒と共に、プライマリーバルブ１８に戻って、検出器４０お
よびコレクター４２へと向かう。検出器４０およびコレクター４２は、プライマリーバル
ブ１８がその第１の位置２０にある場合、第１のカラム１２とプライマリーバルブ１８の
下流に位置する。プライマリーバルブ１８がその第１の位置２０にある場合、第２のカラ
ム１４は、ポンプ１６、または、検出器４０およびコレクター４２のどちらとも流体接続
されていない。
【００１９】
　検出器４０は、紫外線検出器、光学吸光度検出器、屈折率検出器（ＲＩＤ）、蛍光検出
器（ＦＤ）、キラル検出器（ＣＤ）または導電率検出器等の非破壊検出器であってよい。
破壊検出器を含む他のタイプの検出器が、非破壊検出器の代わりに、または、非破壊検出
器に加えて使用されてもよい。これは例えば、蒸発光散乱検出器、質量分析器（ＭＳ）、
濃縮核生成光散乱検出器（ＣＮＬＳＤ）およびコロナ放電検出器である。複数の非破壊検
出器および／または破壊検出器が装置１０内で使用されてよい。破壊検出器が、シャトル
バルブと組み合わせて使用され、試料の一部だけが試料のフローから除去され、破壊され
てもよい。
【００２０】
　例２　分取モード
　装置１０が分取モードにある場合には、プライマリーバルブ１８は、自身の第２の位置
３０にある（図２，図４および図６に示されている）。少なくとも１つのポンプ１６によ
って、少なくとも１つの貯蔵タンク１５から溶媒が引き出される。ポンプ１６は、溶媒を
、プライマリーバルブ１８へと圧送する。プライマリーバルブ１８の第２の位置３０では
、溶媒が、ポンプ１６から、第２の経路３２を通って、セカンダリーバルブ３６内に流れ
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る。
【００２１】
　図２，図４，図７および図８に示されているように、セカンダリーバルブ３６は６ポー
トバルブである。これは、第２の経路３２を第２のカラム１４および試料Ｓ２と接続する
。セカンダリーバルブ３６は注入ポート３４を含んでおり、これは、試料Ｓ２を第２のカ
ラム１４内に注入するために使用される。特に、図７に示されているように、セカンダリ
ーバルブ３６には、最初に、ポンプ１６によって溶媒が充填され、試料Ｓ２の一部もセカ
ンダリーバルブ３６の注入ポート３４に供給される。図８を参照すると、セカンダリーバ
ルブ３６はその後、回転し、試料Ｓ２のこの一部が第２のカラム１４内に供給される。こ
れに続いて、ポンプ１６から、より多くの量の溶媒が供給される。図２，図４，図７およ
び図８は、試料Ｓ２を第２のカラム１４内に投入する１つの方法を示している。他のタイ
プのポート３４および／またはバルブ３６も使用可能である。
【００２２】
　上述したプロセスと同じように、試料Ｓ２が第２のカラム１４を通ると、試料の種々の
フラクションＦ２Ａ，Ｆ２Ｂは、吸着性材料と種々に相互作用する。吸着性材料との相互
作用が弱いフラクションＦ２Ａは第２のカラム１４を比較的迅速に通過し、相互作用が強
いフラクションＦ２Ｂはこのカラムを比較的緩慢に通過する。従って、溶媒内のフラクシ
ョンＦ２Ａ，Ｆ２Ｂは、異なる時点で第２のカラム１４から流れ出る。第２のカラム１４
から、これらのフラクションＦ２Ａ，Ｆ２Ｂは、溶媒と共に、プライマリーバルブ１８に
戻って、検出器４０およびコレクター４２に戻る。検出器４０およびコレクター４２は、
プライマリーバルブ１８がその第２の位置３０にある場合、第２のカラム１４とプライマ
リーバルブ１８の下流に位置する。検出器４０およびコレクター４２は、実施例１に関連
して、より詳細に記載されている。プライマリーバルブ１８がその第２の位置３０にある
場合、第１のカラム１２は、ポンプ１６または検出器４０およびコレクター４２のどちら
とも流体接続されていない。
【００２３】
　プライマリーバルブ１８は、第１の位置２０と第２の位置３０とを、種々の方法で切り
換えるように構成されていてよい。例えば、プライマリーバルブ１８が、位置２０，３０
のどちらかに、手動で動かされてもよい。択一的に、プライマリーバルブ１８が、コント
ロールシステム１００を用いて自動的に動かされてもよい。
【００２４】
　コントロールシステム１００は、装置１０のいたるところに配置されているセンサを含
んでいる。これらのセンサは、プライマリーバルブ１８の位置を識別し、セットするよう
に構成されている。例えば、コントロールシステム１００は、カラム１２，１４上のＲＦ
ＩＤタグまたはバーコードを読み取るように構成されているセンサを用いる。ＱＲコード
等の他の識別タグが使用されてもよい。センサと関連して、コントロールシステム１００
は、フラッシュカラムが装置内で採用されているか、または、分取カラムが装置内で採用
されているかを確定し、さらに、採用されているカラムに関連した動作パラメータを確定
する。コントロールシステム１００が、採用されているカラムと関連した動作パラメータ
を確定するために、ネットワーク、例えばインターネットと接続していてよい。このネッ
トワークは、装置１０を遠隔コントロールするために、および／または、動作の結果を報
告するために使用されてもよい。コントロールシステム１００は、システムの動作パラメ
ータを表示するため、および、フラッシュモードを使用して試料を処理するのか、または
、分取モードを使用して試料を処理するのかに関するユーザー入力を受け入れるためにユ
ーザーインタフェース（図示されていない）を含んでいてもよい。
【００２５】
　オプショナルで、本願にその全文が組み込まれている、２０１４年２月１１日付け出願
の米国出願第６１／９３８５０８号明細書と関連して、コントロールシステム１００を、
装置１０の他の態様をコントロールするために使用することができる。例えば、セカンダ
リーバルブ２６，３６の位置が、セカンダリーバルブ２６，３６に十分に溶媒および試料
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Ｓ１，Ｓ２が充填されたかを確定するセンサを使用してコントロールされてよい。ポンプ
１６の動作速度が、圧力センサ１０２，１０４からの読み取りに基づいてコントロールさ
れてもよい。
【００２６】
　上述したように、本発明は、マルチプルカラムクロマトグラフィシステムおよび使用方
法に関する。その主要な発明のコンセプトを逸脱しない限り、上述した実施形態に変更を
加えることができる。従って、本発明は、開示した特定の実施形態に制限されない。しか
し、添付の特許請求の範囲によって規定された本発明の精神および範囲内にある全ての修
正を包含するものである。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図８】



(14) JP 2017-508960 A 2017.3.30

10

20

30

40

【国際調査報告】



(15) JP 2017-508960 A 2017.3.30

10

20

30

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｇ０１Ｎ  30/20     (2006.01)           Ｇ０１Ｎ   30/74     　　　Ｅ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０１Ｎ   30/64     　　　Ａ        　　　　　
   　　　　                                Ｇ０１Ｎ   30/20     　　　Ａ        　　　　　

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

（特許庁注：以下のものは登録商標）
１．ＱＲコード

(74)代理人  100135633
            弁理士　二宮　浩康
(74)代理人  100162880
            弁理士　上島　類
(72)発明者  ロミュラス　ガイタ
            アメリカ合衆国　イリノイ　デス・プレインズ　アッシュランド　アヴェニュー　１６３６　ナン
            バー　６０２
(72)発明者  ワシントン　メンドーザ
            アメリカ合衆国　イリノイ　レイク・イン・ザ・ヒルズ　ソノマ　コート　３
(72)発明者  ラーイダー　サーリ－ノードハウス
            アメリカ合衆国　イリノイ　アンティオーク　バーチ　ホロウ　ドライブ　７０９
(72)発明者  ジェイムズ　アンダーソン
            アメリカ合衆国　イリノイ　アーリントンハイツ　イースト　ハンター　ドライブ　２５２６
(72)発明者  メリッサ　ゴールド
            アメリカ合衆国　イリノイ　ローリングメドウズ　マーティン　レーン　３００８


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

